
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度版 

松本市フレイル健診のデータから分かったこと 

Ｑ１．増加しているプレフレイルには 

どのような危険性がありますか？ 

Ａ．フレイルには可逆性がありますが、プレフレイ

ルやフレイルの状態が１年（２回の測定結果）続い

ていると、転倒がより発生しやすい可能性があると

分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

転倒から骨折が生じ、入院・手術が必要な場合があ

ります。転倒予防のためにも、筋力トレーニングや

バランストレーニングなどのフレイル対策を行う

ことが大切です。 

Ｑ２．どのようなフレイル予防 

対策が必要ですか？ 

 

Ａ．運動・栄養（口腔ケア）・社会参加が重要です。 

 

データ分析の結果、健康情報を入手・活用すること

（ヘルスリテラシー）や交通機関を使っての外出な

ど、複雑な労作を含む日常生活動作（手段的日常生

活動作）ができることはフレイルの抑制につながる

可能性があると分かりました。 

 

 

 

 

 

 

健診を受けること、図書館などで新しい知識を得る

こと、好奇心から新たな場所に出かけることはフレ

イル予防につながります。 

 

   

    

    

    

    

２回とも健常 １回は健常 ２回ともフレイル

またはプレフレイル

転倒あり

  

     

     

出典：Nakamura K. 2025. 
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調査へのご協力ありがとうございました。 

日々のフレイル予防対策にご活用ください。 

松本市保健所 健康づくり課 
R７.4 

  12ポイントの差！ 15ポイントの差！ 


